
 

LC-MS/MS によるヒト血清中遊離型ステロイドホルモンの

高感度測定法の開発を発表しました 

 

 

2020 年 7 月 20 日～8 月 31 日において、第93回日本内分泌学会学術総会にて、「LC-MS/MS

によるヒト血清中遊離型ステロイドホルモンの高感度測定法の開発」を発表しました。 

 

発表において弊社が開発した、LC-MS/MS によるヒト血清中遊離型ステロイドホルモンの

測定法の概要と測定例をご紹介しました。 

 

遊離型ステロイドホルモンについては遊離型テストステロンが LOH 症候群の診断に利用

されていますが、その他のステロイドホルモンは疾患との関連について殆ど報告されてい

ません。血中においてステロイドホルモンの大部分はアルブミンやグロブリンなどのタン

パク質と結合して存在しています。遊離型のステロイドホルモンは微量であり、その遊離型

が生理活性を示すと考えられています。 

そして、短時間で複数の遊離型ステロイドホルモン濃度を高感度で測定することは殆ど行

われていません(図 1)。 

 

 

 

 



本法では測定対象ステロイドとして、アンドロゲンからテストステロン(T)、11 ケトテスト

ステロン(11-KT)、デヒドロエピアンドロステロン(DHEA)を、グルココルチコイドからは

コルチゾール(F)、コルチゾン(E)を選択し、限外ろ過法を用いることで、ヒト血清（血漿）

0.25mL で精度よく遊離型ステロイドホルモンを測定可能です(図 2)。 
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